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1日現在） : 

1,43芍ゴ
7,473人
3,605人
3,868人
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木 代 子

山
と
川
と
乎
野
の
上
を

音
立
て
て
風
の
吹
き
荒
れ
る
日
は
あ
っ
て
も

ほ
ん
の
少
し
づ
つ

陽
ズ
し
が
や
わ
ら
竺
て
来
た
の
を

敏

松

ぅ

け

と

め

る

の

は

言
葉
の
な
い
も
の
た
ち
た

ほ
の
か
に
も
雑
木
林
は
色
め
き

巻
毛
の
カ
ナ
リ
ヤ
は
日
が
な
一
日
唄
う

そ
ん
な
日
は
き
っ
と

人
々
の
心
に
も

や
さ
し
い
愛
が
芽
生
え
る
も
の
だ

公

民

館

教

育

委

員

会

一

六

日

中一

旬日

一九六五

゜日日日日 役

場

―-＝＝＝＝＝＝＝＝u-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝==-=＝-m-＝＝-＝＝＝＝＝＝n--＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝=＝＝mmm=＝＝＝＝＝＝＝=-＝=＝=＝――――― 

二
月
の
行
事
予
定
表

ニ＝＝＝＝＝＝＝―gu-=-＝＝-=-＝==＝＝-＝＝=＝＝＝==＝=-＝＝-m-＝＝＝-mmun-m-m-nnm-==-n=-m--m-

鉤
虫
卵
検
査
日
（
中
地
区
）

土
地
改
良
区
理
事
会

全
員
協
議
会

後
期
第
三
回
目
ジ
フ
テ
リ
ア

百
日
せ
き
、
破
傷
風
予
防
接

種

（

母

子

セ

ン

タ

ー

）

ク

（

須

釜

支

所

）

開
拓
営
農
調
整
事
業
戸
別
調

査月
例
監
査

総
務
委
員
会

経
済
土
木
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

妊
婦
検
診

仔
牛
生
産
検
査

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

一
八
日
仔
牛
生
産
検
査

一

九

日

事

業

税

申

告

（

全

村

）

二

0
日

住

民

税

申

告

（

小

高

）

二

―

日

ク

（

小

高

、

蒜

生

）

二

三

日

ク

（

中

）

ニ

四

日

ク

（

川

辺

）

二

五

日

ク

貪

川

辺

）

二

六

日

ク

（

竜

崎

）

二

七

日

ク

（

岩

法

寺

）

9

じ
’
•

下
忌
旬
}
稲
作
調
整
協
議
会

五

日

教

育

委

員

会

八

汀

日

村

民

芸

能

大

会

一
五
9

日
日
村
民
碁
・
将
棋
大
会
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川
辺
小
学
校

(14
名
）

児

童

氏

名

保

護

者

名

野

崎

豊

丈

吉

矢

部

美

紀

予

康

美

矢

部

司

文

八

大

和

田

順

子

重

功

矢

部

規

子

義

一

佐

藤

悦

子

庄

蔵

吉

田

勉

実

曲

山

知

賀

子

行

信

熊

田

恵

美

子

正

円

谷

信

明

信

男

円

谷

昌

彦

昌

康

鈴

木

和

浩

喜

代

吉

大

竹

春

江

忠

作

矢

一
部

修

欣

一

玉
川
第
一
小
学
校

・↓

'(56
名
）

曲

山

初

子

寛

一

曲

山

薫

文

雄

溝

井

一

男

永

三

郎

曲

山

永

子

義

光

曲

山

安

夫

英

夫

車

田

雅

一

喜

衛

久

保

木

淳

子

徳

雄

溝

井

善

徳

善

行

矢

吹

初

子

源

一

郎

遠

藤

あ

け

み

昇

吉

田

正

正

美

石倉草大大草佐吉小鈴双岩小古岡角車岡須車石湯車車小車関湯関溝溝

森 鎌野竹竹野久田針木里谷針寺部田田部釜田井、田田針田根沢根井井
間か 沢美 ひ喜

保厚和 正 正 栄 幸 幸健義ぉ直勝貴 文悦初吉茂幸 枝宗米重で代正芳き
と

子子恵康照子子子 生彦り樹広栄貢博子枝徳徳子誠子司子雄子子子信子

浅源重光照栄七美章豊昌直保福易文次正義明金金英敬裕文清光正郁富

一三一 雄治 助郎 顕勇 光治 伯 喜 二 弥 夫 雄 勝 幸市雄司 雄 七治夫雄

昭
和
四
五
年
度
入
学
児
童
は
次
の
お
子
様
達
で
す
。

学
校
で
は
入
学
日
に
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
を
心
か
ら

お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
す
ぐ
一
年
生

新
入
学
児
童
は
ニ
二
四
名

小

林

幸

子

上

野

久

子

仁
井
田
栄
一

小

林

茂

三

吉

智

子

鈴

木

吉

孝

鈴

木

ひ

ろ

み

上

野

寛

司

岡

部

敬

文

小

林

和

寿

小

林

美

千

代

車

田

武

実

小

林

智

和

佐

藤

康

子

須
釜
小
学
校

瀬

谷

茂

塩

沢

健

文

塩

沢

利

恵

子

塩

沢

徳

子

相

楽

泉

大

越

由

紀

夫

石

森

喜

雄

石

井

伸

一

石

森

忠

義

大

木

幸

江

佐

久

間

孝

司

真

野

目

幸

子

大

野

進

大

野

直

康

大

野

和

代

増

子

久

治

大

野

春

美

猪

原

幸

子

近

内

美

代

子

円

谷

さ

ゆ

り

瀬

谷

武

寿

塩

沢

正

人

塩

沢

金

男

塩

沢

勲

塩

沢

好

美

小

針

隆

弘

榊

枝

カ

ツ

ェ

榊

枝

金

雄

矢

吹

春

江

榊

枝

松

弘

矢

吹

今

朝

夫

鈴

木

玉

江

士一夫雄作美吉好

武昭利春金一隆隆勝忠政武房茂忠忠大正猶弐 喜実正忠貞子由善直栄栄安命庄長武松仙勝寛紘吉勝弘正忠喜
之

一助二助 勝一 徳色平重夫男治良一一典己ー吉義夫 夫男吉雄徳吉正
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近
年
き
り
材
の
需
用
増

大
に
鑑
み
、
こ
の
資
源
培

｀

養
を
は
か
る
た
め
、
き
り

の
植
栽
地
に
対
す
る
造
林

補
助
適
用
を
昭
和
四
十
五

年
度
よ
り
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
補

助
基
準
、
取
扱
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

1
造
林
補
助
の
適
用
i

①
き
り
の
植
栽
に
つ
い
て

は
、
人
口
造
林
事
業
と

し
て
造
林
補
助
の
適
用

を
行
な
っ
て
さ
し
つ
か

え
な
い
。
こ
の
場
合
人

ロ
造
林
事
業
と
は
「
木

材
の
生
産
に
供
す
る
森

林
の
造
成
」

を
内
容
と
・

す
る
事
業
で
あ
る
旨
規

▼
―
-
』
•
▲
▼―・・▲― 

で
認
可
さ
れ
、
昭
和
四
十

五
年
二
月
四
日
法
人
設
立

登
記
も
終
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

従
来
社
会
福
祉
協
議
会

は
民
間
任
意
団
体
で
あ
っ

た
の
で
す
が
、
今
度
は
法

律
上
の
人
格
を
具
い
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
、
今

後
は
こ
の
線
に
添
っ
て
の

組
織
と
運
営
と
が
要
求
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
基
礎

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

の
機
能
の
発
揚
に
努
め
、

地
域
福
祉
水
準
の
向
上
に

寄
与
し
た
い
と
存
じ
一
段

の
御
協
力
を
御
願
い
致
し

ま
す
。
因
み
に
社
会
福
祉

と
は
、
社
会
の
最
高
の
幸

福
の
状
態
を
意
味
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
は
住
民
主

体
の
原
則
に
基
き
、
住
民

▼
●
●
▲
,
 

．．
 
▲
 

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
要
件
を
満
た
す
も

の
で
あ
る
こ
と
が
必
要

.：

で
あ
る
。

③
き
り
の
植
栽
が
、
前
記

「
森
林
の
造
成
」
の
要

件
に
合
致
す
る
か
否
か

の
判
定
基
準
に
つ
い
て

は、＇お

4
む
ね
、
二

0

O
3
m
h
a
以
上
の
伐
期
材

積
を
期
待
し
う
る
植
栽

本
数
を
指
標
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
と
し
、
植

昭
和
四
十
四
年
四
月
二
立
認
可
の
申
請
を
厚
生
大

十
四
日
社
会
福
祉
法
人
玉
臣
に
申
請
中
の
と
こ
ろ
昭

川
村
社
会
福
祉
協
議
会
設
和
四
十
五
年
一
月
七
日
付

認
闘
法
人
化
実
施

好三作

矢矢森矢矢有須近瀬関榊関関草鈴鈴鈴

部部 吹吹賀
ミあ千

釜内谷根枝根根 野 木 木 木

初明サき競恵清紀 文秀早百松悦寿利

子美子え次子治子豊恵子苗江 江子江代

茂茂忠昭常重信正豊栄三辰義腹要；徳一

昭 政 継 七 次 夫 好 雄 光 蔵 好 雄 美治 二亙，盈雄

大飯塩塩溝 石石滝矢石

野田田
田井四

真美辻
森森口吹森

智智分 澄吉政秀
比

美隆之子子校子幸広夫美

勝源清征清＾勝栄栄政嘉藤
- 5 '、

ー名 ＇
郎ニッ義吉信志雄

▼
・
・
▲
會
―

.. ▲
 

栽
本
数
二

0
0本
h
a
以

上
の
も
の
を
補
助
対
象

と
す
る
。

⑮
ニ
ホ
ソ
ギ
リ
、
放
任

栽
培
（
無
間
伐
）
伐
期

二
十
年
、
伐
期
材
積
二

0
0
3
m
h
a
伐
期
単
木
材

•.................................. 

`• 

：
き
り
植
栽
地
の
造
林
一

"

．
、
：

補
助
適
用
に
つ
い
て
[

1
 .
.
.
.
.
.
.
 

｀
 

.........•...•••••••. 

積
一
3
m
本
の
場
合
植
栽

本
数
二

0
0本
h
a
な
お

苗
木
に
つ
い
て
は
品
種

系
統
の
明
確
な
ア
イ
ヅ

キ
リ
を
対
象
と
す
る
。

2
造
林
補
助
の
取
扱
い

の
団
体
と
し
て
民
間
の
立

場
に
立
っ
て
地
域
福
祉
水

準
の
向
上
を
念
願
と
し
、

住
民
が
主
体
と
な
り
、
社

会
福
祉
、
保
健
衛
生
、
そ

の
他
生
活
の
改
善
向
上
に

関
連
し
て
、
公
私
関
係
者

の
参
加
協
力
を
得
て
住
民

の
福
祉
を
増
進
す
る
組
織

で
あ
り
調
査
、
広
報
等
の

方
法
に
よ
り
、
地
域
の
コ

ー
ド
（
住
民
福
祉
が
欠
け

て
居
る
と
か
要
求
す
る
こ

と
が
問
題
点
と
か
の
意
）

を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
が

解
決
に
向
っ
て
地
域
住
民

の
協
動
促
進
、
行
政
へ
の

反
映
、
関
係
機
関
団
体
、

施
設
等
と
の
連
絡
調
整
及

び
社
会
資
源
の
育
成
な
ど

の
組
織
活
動
を
行
な
い
尚

必
要
あ
る
場
合
は
自
か
ら

▼-

．．
 
▲

曾
0

●
-
▲
▼
●
●
―
▲
,

．．
 
▲
 

①
キ
リ
の
植
栽
に
対
す
る

造
林
補
助
の
適
用
は
、

前

1
の
①
に
記
し
た
よ

う
に
、
現
行
の
造
林
補

助
体
系
に
お
け
る
人
口

造
林
事
業
と
し
て
行
な

う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
取
扱
い
は
、
通
常
の

造
林
補
助
の
取
扱
い
と

同
一
と
す
る
。

②
し
た
が
っ
て
造
林
補
助

の
対
象
と
す
る
事
業
の

規
模
は
一
施
行
地
一
〇

ア
ー
ル
以
上
の
も
の
と

す
る
。

⑧
ま
た
農
地
植
栽
の
場
合

に
は
、
通
常
の
林
業
用

樹
種
の
農
地
植
栽
と
同

様
に
、
農
地
法
に
基
づ

そ
の
計
画
を
実
施
す
る
こ

と
を
機
能
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉

法
人
玉
川
村
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
こ
れ
が
趣
旨
に

添
っ
て
内
容
の
充
実
整
備

に
努
め
、
地
域
福
祉
の
増

進
に
寄
与
し
た
い
と
存
じ

て
居
り
ま
す
。
勿
論
こ
れ

が
目
途
す
る
と
こ
ろ
極
め

て
大
き
く
、
そ
の
内
容
広

範
、
複
雑
、
多
岐
に
亘
り

容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
地
域
住
民
皆

様
の
高
き
理
解
と
協
力
と

に
よ
り
、
前
進
を
見
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
格
段
の

御
配
意
を
得
ら
れ
る
よ
う

御
願
い
致
し
ま
す
。

昭
和
四
五
年
二
月

社
会
福
祉
法
人
玉
川

村
社
会
福
祉
協
議
会

"-.. ▲, ．．
 
―▲ 

く
農
地
転
用
の
許
可
が

あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

の
み
造
林
補
助
の
対
象

と
す
る
。

④
つ
ぎ
に
補
助
対
象
と
な

る
経
費
は
地
掠
え
、
苗

木
、
仮
植
、
苗
木
運
搬
、

植
付
け
に
限
ら
れ
て
お

り
、
肥
料
代
、
施
肥
代

は
含
ま
れ
な
い
。

⑤
な
お
標
準
単
価
の
構
成

に
つ
い
て
は
、
一
般
の

場
合
と
同
様
地
域
、
樹

種
毎
に
定
め
、
さ
ら
に

造
林
工
程
、
苗
木
本
数

区
分
別
に
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

な
お
詳
細
は
事
業
課
ヘ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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し
尿
汲
取
り
料
金
は
現

在
十
八
リ
ッ
ト
ル
ニ
百
六

十
円
で
す
が
、
四
月
一
日

か
ら
三
百
四
十
円
に
値
上

げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。石

川
地
方
町
村
衛
生
処

理
組
合
の
議
会
が
一
月
十

九
日
石
川
町
役
場
で
開
催

さ
れ
、
諸
物
価
の
値
上
り

し
て
い
る
現
在
値
上
げ
す

る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い

玉
川
村
公
民
館
主
催
の

第
六
回
村
民
芸
能
大
会
は

二
月
八
日
午
前
十
時
よ
り

泉
中
学
校
屋
体
で
、
う
た

賑
や
か
な
踊
り
風
景

が
、
し
尿
処
理
事
業
運
営

の
た
め
ど
う
し
て
も
止
む

を
得
な
い
と
い
う
結
論
と

な
り
充
分
審
議
の
結
果
前

記
の
と
お
り
改
正
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

各
家
庭
と
し
て
も
容
易

で
な
い
こ
と
は
充
分
承
知

し
て
お
り
ま
す
が
何
分
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
尚
、
し
尿
汲
取
り
、

ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
は
、

盛
況
た
っ
た
村
民
芸
能
大
会

と
踊
り
に
村
内
よ
り
一
七

0
名
が
出
演
し
て
盛
大
に

開
か
れ
審
査
の
結
果
次
の

と
お
り
入
賞
し
た
。

踊

り

一
位
八
木
節

小
高
車
田
美
智
子
外

ー
ニ
位
籾
づ
り
踊
り

ー

中

高

林

ナ

イ

外

三
位
た
ん
と
節

―
小
高
溝
井
千
代
子
外

唄
に
つ
い
て
は
、
昔

か
ら
こ
の
地
方
の
生
活

の
中
で
唄
い
伝
え
ら
れ

て
き
た
唄
を
保
存
し
よ

う
と
の
ね
ら
い
か
ら
審

査
は
し
な
か
っ
た
が
、

中
村
草
刈
節
高
林
万
太

郎
さ
ん
、
川
辺
餅
つ
き

唄
須
藤
利
次
さ
ん
等
が

〗出
演
し
て
昔
の
生
活
の

一
面
を
し
の
ば
せ
、
仲

々
好
評
だ
っ
た
。

し
尿
汲
取
り
料
金

四
月
一
日
か
ら
改
正

先
に
チ
ラ
シ
や
、
広
報
で

お
知
ら
せ
や
お
願
い
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
事

業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る

よ
う
に
次
の
こ
と
を
守
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

1
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て

玉
川
村
の
ゴ
ミ
収
集
日

は
毎
速
水
曜
日
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
村
と
し
て

毎
月
の
第
一
、
二
、
四
水

曜
日
は
川
辺
、
蒜
生
、
小

高
、
中
、
南
須
釜
、
第
三

水
曜
日
は
岩
法
寺
r

竜
崎

吉
、
北
須
釜
、
山
小
屋
、

四
辻
を
運
行
し
収
集
車
の

停
車
場
所
を
県
道
筋
に
定

め
て
（
広
報
た
ま
が
わ
、

四
十
四
年
六
月
号
参
照
）

お
り
ま
す
。

、

収
集
ゴ
ミ
は
紙
屑
類
、

野
菜
果
物
屑
、
魚
介
類
の

屑
な
ど
の
燃
え
る
も
の
に

限
り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
片
、

び
ん
、
缶
詰
カ
ソ
な
ど
燃

え
な
い
も
の
を
一
識
に
入

れ
ら
れ
ま
す
と
焼
却
炉
の

損
傷
な
ど
で
大
変
困
り
ま

す
の
で
絶
対
に
入
れ
な
い

よ
う
に
各
家
庭
の
注
意
を

お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

野
菜
果
物
屑
な
ど
も
充

分
に
水
気
を
切
っ
て
か
ら

袋
に
入
れ
る
よ
う
に
、
水

分
が
多
す
ぎ
て
は
、

，た
と

え
焼
却
炉
で
も
燃
え
に
く

く
な
り
、
更
に
他
の
も
の

ま
で
濡
ら
す
た
め
燃
え
な

く
な
り
従
業
員
の
苦
労
も

倍
加
い
た
し
ま
す
。
自
分

が
始
末
す
る
時
の
こ
と
を

所
得
税
、
住
民
税
等
の

申
告
は
三
月
十
六
日
ま
で

考
え
て
屑
物
か
ご
に
し
ば

ら
く
お
い
て
水
気
が
切
れ

て
か
ら
捨
て
る
袋
な
ど
に

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

ガ
ラ
ス
片
、
缶
詰
ヵ
ソ

び
ん
類
等
の
処
理
設
備
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
深
く

掘
っ
た
土
の
中
に
で
も
埋

め
る
よ
う
に
し
て
危
険
の

な
い
よ
う
に
処
理
し
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

2
し
尿
汲
取
り
に
つ
い
て

し
尿
汲
取
り
に
つ
い
て

は
施
設
の
処
理
能
力
、
車

や
従
業
員
の
制
約
も
あ
っ

て
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
の
で
す
が
、
年
末
、

お
盆
な
ど
を
除
い
て
は
、

そ
れ
程
混
雑
も
し
な
い
よ

う
に
処
理
能
力
に
応
じ
た

車
の
運
行
を
し
、
止
む
を

得
な
い
場
合
は
薬
品
投
入

所
得
税
の
確
定
申
告
と

個
人
事
業
税
、
住
民
税
の

申
告
並
に
贈
与
税
の
申
告

は
い
ず
れ
も
三
月
十
六
日

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
所
得
税
、
贈
与
税

申
告
期
限
の
ま
ぎ
わ
に

な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓

ロ
も
混
雑
し
ま
す
か
ら
、

添
付
書
類
な
ど
を
整
備
の

う
え
、
な
る
べ
く
早
目
に

申
告
手
続
き
を
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に

申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ

に
よ
り
処
理
期
問
の
短
縮

を
す
る
よ
う
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭

で
も
汲
取
り
申
込
み
を
早

め
に
し
て
い
た
だ
く
と
か

季
節
時
期
的
に
集
中
し
な

い
よ
う
考
慮
し
て
手
配
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
混
雑
も

避
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

汲
取
料
金
の
適
正
に
つ

い
て
も
、
当
然
の
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
充
分
注
意

し
て
お
り
、
誤
解
の
な
い

よ
う
に
す
べ
く
努
力
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
家
庭

に
お
い
て
も
自
分
の
家
の

便
槽
の
大
き
さ
等
を
調
べ

て
承
知
し
て
お
く
こ
と
も

一
方
法
で
あ
り
、
汲
取
り

時
期
（
た
ま
り
具
合
）
も

関
係
す
る
こ
と
を
ご
了
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。た

場
合
は
無
申
告
加
算
税

や
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
住
民
税
、
個
人
事
業
税

申
告
相
談
と
受
村
は
例

年
と
お
り
日
程
を
定
め
て

行
い
ま
す
c

◇
青
色
申
告
を
す
る
と
い

ろ
い
ろ
な
特
典
が
あ
り
、

税
金
の
面
で
た
い
へ
ん
有

利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
の
記
帳
に
よ
っ
て
事

業
の
状
態
も
よ
く
わ
か
り

経
営
の
合
理
化
に
も
役
立

ち
ま
す
。
所
得
税
に
つ
い

て
、
昭
和
四
十
五
年
分
か

ら
青
色
申
告
を
し
よ
う
と

す
る
人
は
、
三
月
十
六
日

ま
で
に
「
青
色
申
告
の
承

認
申
請
書
」
を
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

昭
和
四
十
四
年
十
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
を
期
間
と
し
て
実
施

し
た
共
同
募
金
、
歳
末
助

け
合
い
運
動
に
つ
い
て
は

村
民
の
深
い
理
解
と
御
協

力
と
に
よ
り
次
の
様
な
良

い
成
績
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
偏
い

に
村
民
皆
様
の
高
い
社
会

的
連
帯
感
の
現
わ
れ
で
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

又
、
本
運
動
に
対
し
積

極
的
に
御
尽
力
下
さ
れ
た

社
協
協
力
員
そ
の
他
の
方

々
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

一
、
共
同
募
金

募
金
総
額

二
五
二
、
七
0
0
円

目

標

額

二
三
―
―
-
‘
1
0
0
円

差
引
超
過
額

一
九
、
六
0
0
円

右
募
金
総
額
は
県
共
募

に
全
額
送
金
、

B
募
金
と

し
て
一
0
九
、
六
0
0
円

が
当
村
に
配
分
さ
れ
る
予

定
で
、
いt

こ
れ
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
共
同
募
金
事
業

に
よ
り
地
域
福
祉
事
業
に

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る

保
険
税
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

い
ま
す
。
ま
た
、
「
青
色

専
従
者
給
与
の
届
出
書
」

や
「
現
金
主
義
に
よ
る
所

得
計
算
を
す
る
届
出
書
」

も
‘
-
―
―
月
十
六
日
ま
で
に

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

四
0
0
円

配
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。二

、
歳
末
助
け
合
い
募
金

募
金
総
額

六
六
、
七
四
0
円

前
年
度
よ
り
繰
越
し

―
二
、
0
八
五
円

合
計
七
八
、
八
二
五
円

施
設
病
院
入
居
入
院
者

へ
配
分ニ

八
、

保
険
税
の
納
入
に
つ
い

て
は
納
税
者
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
徴
収
率
が
年
々

上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

保
険
税
は
国
保
事
業
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た

め
に
課
さ
れ
る
目
的
税
で

あ
り
ま
す
が
国
保
事
業
の

保
険
給
付
に
お
い
て
療
療

費
が
前
年
度
よ
り
二
0
%

以
上
と
大
ぎ
く
伸
び
て
お

り
、
又
今
冬
に
入
っ
て
か

ら
の
「
か
ぜ
」
の
大
流
行

と
二
月
一
日
か
ら
の
医
療

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

赤
い
羽
根
と
歳
末
助
け
合
い
募
金

在
宅
生
活
困
窮
者
へ
配

分
三
七
、
四
0
0
円

次
年
度
繰
越
金

二
―
-
、
0
二
五
円

合
計
七
八
、
八
二
五
円

右
配
分
金
は
民
生
委
員

が
訪
問
見
舞
交
付
し
、
次

年
度
へ
繰
越
分
は
翌
年
募

金
目
標
設
定
の
時
、
所
要

見
込
額
か
ら
こ
れ
を
差
引

い
て
募
金
目
標
と
す
る
こ

と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。

昭
和
四
五
年
二
月

福
島
県
共
同
募
金
会

玉

川

村

分

会

費
平
均
九
・
七
四
％
（
た

だ
し
七
月
ま
で
は
八
・
七

七
％
）
の
値
上
げ
が
実
施

さ
れ
た
の
に
伴
な
い
医
療

費
は
今
後
更
に
伸
び
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
こ
の
た

め
四
十
四
年
度
の
国
保
財

政
は
非
常
に
容
易
で
な
い

現
況
に
あ
り
ま
す
の
で
納

税
者
の
皆
さ
ん
こ
の
点
を

ご
理
解
下
さ
れ
現
年
度
及

び
滞
納
繰
越
分
で
未
だ
納

入
さ
れ
て
い
な
い
納
税
者

は
ぜ
ひ
三
月
末
ま
で
に
納

入
方
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

先
ず
健
康

カ
ゼ
な
ど
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交
通
安
全
、
そ
れ
は
全

市
町
村
民
の
悲
願
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
全
市
町
村

関
係
機
関
＼
団
体
あ
げ
て

交
通
事
故
防
止
を
念
じ
て

町
村
総
ぐ
る
み
で
運
動
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
な
郡
民
あ
げ
て
の
努

力
に
も
か
4
わ
ら
ず
管
内

の
交
通
事
故
は
激
増
の
一

途
を
た
ど
り
、
昭
和
四
十

四
年
は
発
生
件
数
三
一
三

件
、
死
者
に
お
い
て
八
名

負
傷
者
に
お
い
て
二
九
六

名
と
、
こ
れ
ま
た
前
年
を

は
る
か
に
超
え
て
史
上
最

高
の
悲
し
い
記
録
を
更
新

す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
で

す
。
こ
の
ま
4

の
状
態
が

続
く
な
ら
ば
、
本
年
は
事

故
の
発
生
件
数
も
死
傷
者

も
、
昨
年
を
こ
え
儀
牲
者

が
ふ
え
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
も
の
と
予
測
さ
れ
ま

す
。
石
川
警
察
署
と
し
ま

し
て
は
、
こ
の
冷
厳
な
現

実
を
直
視
し
事
故
の
原
因

を
分
析
検
討
し
「
交
通
事

故
防
止
」
を
本
年
度
の
最

重
点
目
標
に
定
め
総
力
を

結
集
し
交
通
事
故
の
増
勢

を
く
い
止
め
る
こ
と
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
限
ら
れ

た
警
察
の
力
の
み
で
は
、

洪
水
の
よ
う
な
車
の
波
と

そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
交
通
事
故
を
阻
止

す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
、
運
転
す

る
人
、
厨
主
、
歩
く
人
、

遊
ぶ
子
ど
も
と
そ
の
保
護
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燈
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ざ
め
に
鳴
さ
や
ま
ず
起
＜

も

＿
 

111

る
に
早
き
戸
の
面
の
寒
さ

．．．．
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よ

名

ノ

四ク ク吉ク -1/ -1/南 岩小ク川
辻 部
新 須法

田 釜寺高 辺 落

出
生
児
氏
名

矢

部

弘

矢

部

恵

沖

田

伸

夫

須

釜

正

子

円

谷

克

也

塩

沢

福

一

関

根

博

幸

滝

口

ひ

と

み

有

賀

勇

次

近

内

正

文

大

和

田

裕

美

渡

辺

由

松枝雄

I廿
由一正勝ス英栄ハ亀新文辰五

太 柘

郎男冑ヱ治助ル松

ク 孫 長ククク ij I/ I/ I/ 1/ 

男

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
一
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

.n=-=＝＝-=ー-＝＝＝――――-＝＝＝=＝＝＝=-―――-m=-＝＝
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、

関

根

栖

泉

一

血
読
み
初
や
師
の
書
ひ
ら
く
を
し
さ
た
り
に

，

忙

し

さ

の

妻

や

夜

更

け

て

賀

状

書

く

[

[

土

地

風

の

煮

物

の

味

や

小

正

月

皿

皿

臭

宮

の

雪

敷

く

確

を

踏

み

な

や

む

Ill

〗
風
い
て
て
草
の
穂
架
の
庭
に
飛
ぶ

〗
町
の
灯
も
凍
て
白
衣
の
行
者
ゆ
く

皿

山

藤

の

実

の

は

ぜ

て

飛

ぶ

石

切

場

皿

い
で

一
み
ち
の
く
の
柿
も
ぐ
こ
と
も
な
く
凍
る

"・1=ー-＝=-―――_-＝＝＝-I―――-=＝――-＝-＝-＝――-=＝＝--1-Il=＝＝＝n=＝＝-＝=＝=-=＝――-l-I-=-＝＝n==ー-=＿-＝n-_-t=＝I-==＝＝ー『一ー[=-==―-n=＝-=＝＝＝マ・

者
、
自
転
車
乗
り
、
酒
を

飲
ま
せ
る
業
者
な
ど
郡
内

の
す
べ
て
の
人
々
に
自
分

と
自
分
の
家
旅
を
守
る
た

め
に
、
立
ち
あ
が
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
あ
り
ま

す
。
さ
し
あ
た
り
次
の
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で

も
注
意
し
て
交
通
事
故
防

止
に
つ
と
め
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
子
ど
も
、

老
人
の
飛

び
出
し
事
故
を
な
く
そ

＿つ
①
こ
ど
も
、
年
寄
り
は
急

に
道
路
に
飛
び
出
さ
な

、。
l
>
 

③
運
転
者
は
、
脇
見
運
転

を
し
な
い
。

二
、
酒
の
み
運
転
は
絶
対

や
め
よ
う
／
．

事
故
の
大
半
は
酒
の
み

~~~~~~~~、『~~~な辛立~::P.~~~

一
本
の
道

三

輪

貞

夫

・ク．｀な~~ ~ ~ ・ク~ ~ 名:?.~ ~ テ~~ 迄 :~ : 名~~ ~ 

単
に
破
壊
し
て
し
ま
い
ま

す
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な

乗
る
な
ら
飲
ま
す
な
」
を

ぜ
ひ
守
り
ま
し
ょ
う
。

三
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
な

く
そ
う
I
.
'
`

①
す
べ
り
易
い
道
路
で
は

タ
イ
ヤ
に
チ
ェ
ン
を
つ

け
る
。

②
フ
レ
ー
キ
を
急
に
踏
ま

な
い
。

③
ス
。
ヒ
ー
ド
を
落
と
し
安

全
運
転
を
励
行
す
る
。

④
道
路
に
水
を
ま
か
な
い

四
、
交
差
点
や
カ
ー
プ
で

は
出
合
い
頭
の
衝
突
を

避
け
る
た
め
除
行
す
る

こ
と
。

五
、
会
社
、
事
業
所
な
と

に
お
い
て
は
安
全
教
育

を
励
行
し
て
下
さ
い
。

（
石
川
警
察
署
）

11

糖
尿
病
＞

一
本
の
道
を
歩
い
て
い
る
と

氷
の
よ
う
な

つ
め
た
い
風
が

頬
を
な
で
る

府
が
切
ら
れ
る
よ
う
だ

風
雷
と
云
ふ

そ
れ
が
人
生
の
試
練
か

厳
粛
な
父
の
怒
り
に
も
似
て

時
が
立
つ
に
つ
れ
て

ポ
カ
ポ
カ
と
陽
が
射
し
て
来
て

暖
か
さ
が
甦
る

そ
し
て
ま
な

や
さ
し
い
母
の
ご
と
く

身
を
さ
4

い
て
く
れ
る

山
あ
れ
ば
川
あ
り

高
き
と
こ
ろ
あ
れ
ば
低
き
も

あ
り

風
雪
と
暖
か
さ
と
身
に
浴
び

乍
ら

一
本
の
道
を
歩
い
て
い
る

そ
の
道
は
人
生
に
も
通
ず
る

糖
尿
病
と
い
え
ば
、
老

人
病
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
最
近
で
は
二
十
代
、
三

十
代
と
若
い
人

の
糖
尿
病
が
ふ

え
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
に
か

か
っ
た
人
は
、

の
ど
が
か
わ
く

体
重
が
減
る
。

し
っ
し
ん
が
で

き
る
。
だ
る
い

お
手
洗
い
が
近

い
、
お
手
洗
い

が
く
さ
い
、
な

ど
の
病
状
を
訴

え
て
い
ま
す
。

水
洗
便
所
の
少

な
い
日
本
で
は

く
み
と
り
屋
さ

ん
が
発
見
し
た

と
い
う
よ
う
な

例
が
全
体
の
二

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト

ほ
ど
に
の
ぽ
っ

て
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
動

29
日

29 28
日

19
日

議

脈
硬
化
（
卒
中
）
、
心
臓
病

網
膜
炎
な
ど
の
眠
病
、
腎

炎
、
妊
娠
中
毒
症
な
ど
を

先
月
の
日
誌
よ
り

役

場

5
日

仕

事

始

め

6
日

消

防

出

初

式

12
日
選
挙
管
理
委
員
会

16
日
村
議
会
全
員
協
議

会月
例
監
査

タ
バ
コ
協
議
会

31
日
水
没
補
償
打
合
会

公

民

館

教
育
委
員
会

15
日

成

人

式

23
日

教

育

委

員

会

26
日

村

内

校

長

会

青
年
学
級

村
内
校
長
会

に
御
注
意

ク山北ク南クク竜中小クク川部
小須須
屋釜釜 崎 高 辺落

石石大佐阿仁岡小高真丹曲草

森 井 死
森野藤部―部林林弓内山野亡
清 田 者

乙
....L 直イ光敬 、ン長浅フ栄三倉氏

ス
名へ

助義ヱ勝治イモ松信ヂ一郎松 一
月

清主辰勝万仁勇主浅政主勇主
世分

之
帯の

雄美治一助 広典
主死
名亡

届
母ク父ク母松二母武父泰 書

男 寿助続か
ののら

の 養養柄ッ

父男父父

之

父

＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

月

併
発
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
た
と
え
ば
心
臓
病
だ

け
治
療
し
て
い
て
も
、
そ

の
奥
に
あ
る
糖
尿
病
を
治

療
し
な
い
と
心
臓
病
は
な

お
ら
な
い
わ
け
で
す
。

ま
た
、
細
菌
に
対
す
る

抵
抗
力
が
弱
く
な
る
の
で

傷
が
化
の
う
し
や
す
く
な

り
、
病
気
に
か
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
統
計
的
に

み
て
、
両
親
が
糖
尿
病
の

場
合
、
そ
の
子
に
、
ふ
た

ご
の
片
方
が
糖
尿
病
の
場

合
、
そ
の
一
方
に
、
と
い

う
よ
う
に
必
ず
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
糖
尿
病
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
血

縁
に
糖
尿
病
の
あ
る
か
た

は
、
太
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
、
健
康
診
断
を
定
期

的
に
し
て
、
早
期
発
見
に

心
が
け
る
こ
と
が
大
事
で

ず。
）
 

①
今
年
も
多
勢
の

若
人
が
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
自
分

の
行
動
に
自
信
と

責
任
を
も
っ
て
立

派
な
人
生
を
歩
ん

で
く
だ
さ
い
。

④
立
春
も
過
ぎ
日
一
日
と

暖
か
く
な
り
ま
す
。
カ
ゼ

が
流
行
し
て
い
ま
す
の
で

カ
ゼ
に
か
4

ら
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
て
農
作
業

に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
村
内
で
お
き
た
ニ
ュ
ー

ス
、
俳
句
、
詩
、
広
報
に

つ
い
て
の
意
見
等
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で

広
報
係
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
。




